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はじめに
　ドイツでは、とくに 2000 年代に入り、少子高齢化が進行するなかで顕著になった労働力不
足を補うため、移民受け入れ政策に舵を切った。そのなかで 2005 年に 58 万人であったドイツ
への移住者は、2014 年には、134 万人にまで増大した。今や、移民を背景にもつ人口は、ドイ
ツ全体（8,100 万人）の約 2 割を占めるにいたっている 1。こうした政策のベースになっている












zur Begutachtung dergesamtwirtschaftlichen Entwicklung）によると、こうした取り組みが
1  　連邦統計局の資料によれば、ドイツへの移住者は 2005 年に 579,301 人、2014 年に 1,342,529 人であった。
ま た ド イ ツ の 全 人 口 8,090 万 人 中 1,638 万 人 が「 移 民 を 背 景 に も つ 人 々」（Personen mit 
Migrationshintergrund) と さ れ て い る（Bundesamtes für Migration und Flüchtlinge, Migrationsbericht 
2014, S.233）
2  　「移民の制御および限定並びに連合市民および外国人の滞在および統合の規制に関する法律（移民法）」
（Gesetz zur Steuerung und Begrenzung der Zuwanderung und zur Regelung des Aufenthalts und der 
Integration von Unionsbürgern und Ausländern（Zuwanderungsgesetz））
3  　「労働力移民でしのぐ」『朝日新聞』2016.5.14. を参照。
4  　「難民危機 1 年」『朝日新聞』2016.9.10. を参照。
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うまくいけば、2020 年までに約 50 万人の難民が職を得る可能性があるとしている。またドイ
ツの公益法人「ロバート・ボッシュ財団」（Robert Bosch Stiftung GmbH）の推計では、ドイ




















エンテーションコースでは、60 時間の学習が行われる。合計して 660 時間に及ぶこれらのコー
スの受講を通して、「ドイツに居住する外国人の経済的、文化的および社会的生活への統合を
5  　「グローブ 177 号〈難民 6000 万人時代〉ドイツ」『朝日新聞』2016.2.21. を参照。
6  　木戸芳子「ドイツにおける移民のためのドイツ語試験」『東京音楽大学研究紀要』31 号, 2007, pp.107-131.
7  　前述の「移民法」の第 1 章が「連邦領域における外国人の滞在、職業活動および統合に関する法律（滞
在 法 ）」（Gesetz über den Aufenthalt, die Erwerbstätigkeit und die Integration von Ausländern im 
Bundesgebiet（Aufenthaltsgesetz-AufenthG）となっており、この「滞在法」のなかで、「統合コース」に
関しても規定されている。戸田典子「ドイツの滞在法―「外国人法」から EU「移民法」へ」国立国会図書
館調査及び立法考査局『外国の立法』（234） 2007.12, pp.4-32. ／国立国会図書館調査及び立法考査局ドイツ
法研究会訳「2004 年 7 月 30 日の連邦領域における外国人の滞在、職業活動及び統合に関する法律（滞在法）」





法」によりそれぞれ以下のような者が挙げられている（表 1 を参照）。なお、表 1 で「帰還者」
（Aussiedler）とあるのは、戦前ドイツ領であった地域からの引揚者およびその子孫を指す。
彼らはドイツに帰還すればドイツ国籍を付与されるが、そのなかにはドイツ語を解さない者も


























→第 1 モジュール（100 授業時間）
→第 2 モジュール（100 授業時間）
→第 3 モジュール（100 授業時間）
基礎言語コース（Basissprachkurs）
→第 1 モジュール（100 授業時間）
→第 2 モジュール（100 授業時間）
→第 3 モジュール（100 授業時間）








































（注） 上段は受講資格を有するが受講は任意の者、下段は受講義務がある者。前掲表 1 に示したよう
に、統合コースへの受講については、1 年以上の滞在許可を保有する外国人等には受講の請求権
があり（第 44 条第 1 項）、請求権を有する者で、簡単なドイツ語による意思疎通ができない者等























　上述のように、受講者は 600 時間の言語コースと 60 時間のオリエンテーションコースに参
加し、それぞれの修了試験に合格しなければならない。言語コースの試験は、「移民のための





証明書」（Zertifikat Integrationskurs, Z.I.）が交付される。DTZ では、ドイツ語のレベルが
B1 の段階に達しているか、A2 レベルか、A2 レベルに達していないかが判定される。
　「共通欧州参照枠組み（GER）」で B1 レベルと A2 レベルの達成基準は、次ページ表のとお
り定められている 10。
9  　欧州審議会（Council of Europe）が作成した「言語に関する共通欧州参照枠組み（GER: Gemeinsamer 
europäischer Referenzrahmen für Sprachen; CEFR: Common European Framework of Reference for 
Languages）を指す。GER では、言語のレベルを下から上に、A1 から C2 までの 6 段階に区分している。
C1 と C2 は「熟達した言語使用者」、B1 と B2 は「自立した言語使用者」、A1 と A2 は「基礎段階の言語使
用者」のレベルとされている。
10 　詳細は、John Trim, Brian North, Daniel Coste 原著，吉島茂他訳編『外国語教育 2：外国語の学習、教授、
評価のためのヨーロッパ共通参照枠』朝日出版社, 2004. を参照。GER の原文は、ゲーテ・インスティトゥー
トのホームページを参照。［http://www.goethe.de/Z/50/commeuro/i3.htm］
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1 シリア 34,514 19.2
2 ポーランド 15,744 8.8
3 ルーマニア 15,389 8.6
4 ブルガリア 11,829 6.6
5 イタリア 7,965 4.4
6 トルコ 7,254 4.0
7 ギリシャ 5,152 2.9
8 イラク 4,307 2.4
9 スペイン 4,273 2.4












































数 ％ 数 ％
一般統合コース 68,133 48.8 71,596 51.2 139,729
非識字者読み書きコース 12,994 58.8 9,095 41.2 22,089
親・女性統合コース 1,745 20.7 6,677 79.3 8,422
促進コース 102 51.3 97 48.7 199
インテンシブコース 479 47.9 521 52.1 1,000
青少年統合コース 4,635 62.0 2,835 38.0 7,470
その他の統合コース（注） 227 46.4 262 53.6 489
合計 88,315 49.2 91,083 50.8 179,398








11 　以下では、ゲーテ・インスティトゥートと telc 社が連邦内務省の委託により共同で開発し、取りまとめ








第 1 部 電話での言明、公衆のアナウンスを理解する 多肢選択式：4 問
第 2 部 メディアの短い情報を理解する 多肢選択式：5 問
第 3 部 日常会話を理解する ○×式：4 問
多肢選択式：4 問
第 4 部 あるテーマに関するさまざまな意見を理解する 秩序付け：3 問
2　読む
45 分
第 1 部 カタログ、インデックス、目録を理解する 多肢選択式：5 問
第 2 部 お知らせのなかで、一般的情報と特殊な情報を理
解する
秩序付け：5 問




第 4 部 情報が書かれた小冊子を理解する ○×式：3 問







第 1A 部 自己自身について話す キーワードが書かれた問
題用紙
第 1B 部 質問に反応する 試験官の質問
第 2A 部 経験について話す 絵のある問題用紙
第 2B 部 質問に反応する 試験官の質問
第 3 部 共同で何かを計画する 要点が書かれた問題用紙
（出所）“Modelltest”, S.5.
　試験の概要を箇条書きにして記すと次のようになる 12。
・ DTZ は、筆記試験と口述試験から構成される。筆記試験は 100 分間で行われ、「聞く」と
「読む」の課題からなる。それに加えて、短い手紙を「書く」問題が出される。
・ 筆記試験は、「聞く」（25 分）、「読む」（45 分）、「書く」（30 分）の順番で行われる。途中の
休憩時間はとくに設けない。
・ 口述試験は、2 人の試験官によって行われる。1 人は試験会話（話し相手、Interlokutor）、
もう 1 人は時間の管理（査定者）をつとめる。
・ 口述試験は、以下のように 3 部から構成される。試験は、個別試験で行われる場合と、2 人
ペアで行われる場合とがある。試験時間は、ペアで行われる場合、だいたい 20 分間費やさ


















　こうした問題が 4 つ出され、全部で 20 問に解答する。そのうち 9 問が 3 つの選択肢の中か
ら正解を 1 つ選択する問題、4 問が正否を問う問題（○×式問題）、3 問が 6 つある選択肢の中
からもっとも妥当するものを選択する問題となっている。
（2）読む







13 　“Modelltest”, S.6ff. を参照。









サルタント・販売・保険業務ではなく、予備知識も不要です。仕事は 7 月と 8 月です。ご関
心をお持ちの向きは下記までご連絡を……
（3）書く
　「書く」では、課題 A または課題 B のどちらかを選択する。解答時間は 30 分間である。問























第 1 部は「自分について語る」（自己紹介、約 4 分間）
第 2 部は「経験について語る」（特定のテーマについて話す、約 6 分間）
第 3 部は「共通に何かを計画する」（約 6 分間）
　まず第 1 部では、試験官が「自己紹介してください」「ご自分のことについて何かお話くだ






況を示していますか？」（Sie haben in einer Zeitschrift ein Foto gefunden. Berichten Sie 
Ihrer Gesprächspartnerin oder Ihrem Gesprächspartner kurz: – Was für eine Situation zeigt 
dieses Bild?）といった質問をし、それに対して約 3 分間話す。第 2 部では、同じような問題




























5 点 4 点 3 点 2 点 1 点 0 点
Ⅰ
 課題の処理





4 つ の 主 要 ポ
イントがすべ
て取り扱われ
て い る が、 読
み手の協力が
必要である※。





3 つ の 主 要 ポ
イントが取り
扱われている
が、 読 み 手 の
協力が必要で
ある。





2 つ の 主 要 ポ
イントが取り
扱われている
が、 読 み 手 の
協力が必要で
ある。





1 つ の 主 要 ポ
イントが取り
扱われている



























































































































































































































































































　「聞く」（20 問）、「読む」（25 問）であわせて 45 問あり、すべて正解であれば、45 点となる。
両者を合計した点数で、欧州言語参照枠（GER）のどのレベルに相当するかが測られる。す
なわち、33 点以上であれば B1 のレベルに相当することになる。
表 14：「聞く」「話す」の点数とGERの各段階との対応
点数 GER の段階
33 ～ 45 B1
20 ～ 32 A2




の面から下表のように 5 段階で採点する。満点は 20 点である。
表 15：「書く」の点数配分











Ⅰ　内容 5 4 3 2 1
Ⅱ　コミュニケーションの形成 5 4 3 2 1 0
Ⅲ　正確性 5 4 3 2 1 0
Ⅳ　語彙 5 4 3 2 1 0
合計 20 16 12 8 4 0







15 ～ 20 B1
7 ～ 14 A2
0 ～ 6 A2 未満
（出所）“Modelltest”, S.36.
（3）「話す」の点数
















　1A 5 4 3 2 1 0
　1B 5 4 3 2 1 0
　2A 10 8 6 4 2 0
　2B 10 8 6 4 2 0
　3 20 16 12 8 4 0
小計 1 50 40 30 20 10 0
Ⅱ　発音／イントネーション 10 8 6 4 2 0
Ⅲ　流暢性 10 8 6 4 2 0
Ⅳ　正確性 15 12 9 6 3 0
Ⅴ　語彙 15 12 9 6 3 0
小計 2 50 40 30 20 10 0





75 ～ 100.0 B1
35 ～ 74.5 A2


























1　聞く／読む A2 A2 A2 未満 B1 B1 A2 A2 A2 未満 A2
2　書く A2 A2 未満 A2 B1 A2 B1 A2 A2 A2 未満
3　話す A2 A2 A2 A2 A2 A2 B1 B1 B1
（注）すべて A2 以上でなくても、ケース 2,3,8,9 の場合は、A2 レベルに相当するとみなされる。
（出所）“Modelltest”, S.38.












1　聞く／読む B1 B1 B1 A2 A2 未満
2　書く B1 A2 A2 未満 B1 B1
3　話す B1 B1 B1 B1 B1
（出所）“Modelltest”, S.38.
（5）成績の状況
　「移民のためのドイツ語テスト」の最近 5 年間の成績は、図 5 のとおりであった。これをみ
ると、2009 年下半期に B1 レベルに到達した者は 47.2％、A2 レベル 37.8％、A2 レベルに到達
しない者は 15.0％であった。これに対し、現在（2015 年下半期）では B1 レベルに 60.9％が到























料が 1.95 ユーロということになる（2015 年 12 月 31 日までは 1.20 ユーロであった）。Volkshochschule 
Baden Baden e.V. ホームページを参照。［http://www.vhs-baden-baden.de/index.php?id=83］
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